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１、住民合意の確認 

・スーパーシティは、地域住民の生活全般に関わり、革新的な規制改

革を伴う取組を進める。適切な推進のためには、構想のメリット・

デメリットを明確にして、住民の過半数の合意を確認するプロセ

スが根幹となる。住民投票を基本とし、これに準ずる手法を示す必

要がある。 

 

２、区域の選定 

・スーパーシティの成否は、首長のビジョン・指導力・強い覚悟、企

業の実力・構想力、住民の参画によって決まる。区域の選定では、

これらを的確に判定する必要がある。 

・また、これに先立ち、改革意欲の高い既存の特区を「スーパーシテ

ィの実証地域」として指定し活用することも準備を進めるべきで

ある。 

 

 

３、構想の要素 

・マイナンバーの利用拡大、オンラインでの医療・健康管理、ＩＴを

活用した教育、キャッシュレスや諸手続のオンライン化など、スー

パーシティで最低限実現されるべき要素は、早急に示すべく懇談

会で議論したい。 

 

４、情報発信 

・自治体や事業者に対する情報発信の機会は、早期に設定いただき

たい。 

 




